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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 10月 22日 (2007.10.22)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 第 0 934 786号 明 細 書 に は 、 金 属 を 連 続 鋳 造 す る 方 法 お よ び 垂 直 に 向 い た
真 っ 直 ぐ な 鋳 型 と こ れ に 続 く こ の 鋳 型 の 中 に 形 成 さ れ た 直 線 の 連 続 体 の 引 出 部 を 備 え た 前
記 方 法 の た め に 設 け た 連 続 鋳 造 設 備 が 開 示 さ れ て い る 。 そ の 場 合 、 真 っ 直 ぐ な 連 続 体 を 先
ず 湾 曲 区 域 で 遷 移 曲 線 に 沿 っ て 半 径 Ｒ end の 円 弧 形 状 に 曲 げ 、 半 径 Ｒ end の 円 弧 案 内 部 に
沿 っ て 案 内 し 、 次 い で 最 終 調 整 区 域 で 遷 移 曲 線 に 沿 っ て 真 っ 直 ぐ に 向 け 、 そ の 後 に ほ ぼ 水
平 な 直 線 案 内 部 を 経 由 し て 排 出 す る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 円 弧 鋳 型 を 備 え た 連 続 鋳 造 設 備 を 前 提 と し て 真 っ 直 ぐ な 鋳 型 を 備 え た 設 備 を 提 供 す る た
め 、 第  0 934 786号 明 細 書 に よ り 以 下 の よ う に な っ て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 特 許 第  373 518号 明 細 書 に は 、 金 属 の 溶 湯 を 連 続 鋳 造 す る 連 続 鋳 造 設 備 の
た め の 連 続 体 案 内 部 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 連 続 体 案 内 部 は 、 遷 移 曲 線 に 続 く 連 続 体 案 内
部 の 一 部 の ロ ー ラ が 連 続 体 の 戻 し バ ネ 作 用 に よ り 今 ま で よ り も 小 さ い 応 力 を 受 け 、 連 続 体
に 対 す る 引 出 し 力 が 低 減 す る よ う に 設 計 さ れ て い る 。 こ の た め そ の 最 終 領 域 の 遷 移 曲 線 の
湾 曲 度 は 主 に こ の 遷 移 曲 線 に 後 続 す る 連 続 体 の 一 部 の 湾 曲 度 よ り 大 き く 。 そ の 最 終 領 域 の
遷 移 曲 線 の 湾 曲 度 は 主 に こ の 遷 移 曲 線 に 後 続 す る 連 続 体 の 一 部 の 湾 曲 度 よ り 変 形 の 弾 性 部
分 の 程 度 だ け 大 き く 選 択 さ れ て い る の で 、 遷 移 曲 線 を 有 す る 連 続 体 案 内 部 の 一 部 か ら 出 る
と 連 続 体 は 丁 度 後 続 す る 連 続 体 案 内 部 の 一 部 が 最 初 の 部 分 で 有 す る 湾 曲 度 を 有 す る 。
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【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ １ ４ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 上 記 の 課 題 は 、 湾 曲 区 域 、 遷 移 調 整 区 域 、 主 半 径 案 内 区 域
お よ び 遷 移 最 終 調 整 区 域 を 有 し 、 真 っ 直 ぐ な 鋳 型 と 、 垂 直 湾 曲 区 間 に 前 置 す る 垂 直 区 間 と
、 後 置 さ れ た 水 平 区 間 と を 備 え 、 円 弧 設 備 か ら 改 造 に よ り 生 じ る 垂 直 湾 曲 連 続 鋳 造 設 備 の
連 続 体 案 内 部 の 半 径 配 置 に あ っ て 、 湾 曲 区 域 が 湾 曲 度 の 少 な く と も 比 較 的 集 中 す る 第 一 領
域 と そ れ に 続 く 湾 曲 度 の 比 較 的 穏 や か な 第 二 領 域 と で 形 成 さ れ 、 連 続 体 案 内 部 が 第 一 領 域
で 垂 直 区 間 の 無 限 な 半 径 か ら 始 ま り 、 徐 々 に 小 さ く な る 一 連 の 半 径 Ｒ １ i の 曲 率 で 、 ま た
そ れ に 続 く 第 二 領 域 で 第 一 領 域 に 比 べ て 比 較 的 小 さ く 集 中 す る 曲 率 Ｒ ２ i で 湾 曲 し 、 湾 曲
区 域 と 主 半 径 案 内 区 域 の 間 の 遷 移 部 を 形 成 す る 遷 移 調 整 区 域 が こ の 区 域 を 形 成 す る 半 径 Δ
Ｒ の 長 さ の 増 加 と 共 に 単 調 に 増 加 す る 曲 率 を 有 す る こ と に よ り 解 決 さ れ て い る 。
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